
医三三万

○｢九条の会』は04年6月、丼上ひさしや大江健三郎、澤地久枝ら9人の呼びかけで
「憲法9条を守る」という一点で、生まれた会です。今や全国に7,507、福島県内
でも100以上の会が、無党派で、独自の、自由な、平和のための活動をしています。 塁

幻
はらきち ｢はらまち九条の会｣会報NO｡

管されている玉音盤。 （あらひとがみ)」の声だった。（筑摩書房『一日一史』より）

終戦記意日特集その③’’|’ ごノ非…ー

砧
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
、
「
反
省
と
鎮
魂
」
、
「
平

和
希
求
』
の
時
な
の
に
、
菅
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
「
新

た
な
時
代
の
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
の

〈
右
コ
ピ
ー
〉
の
よ
う
な
報
告
書
が
、
７
月
別
日
に
明
ら
か

に
な
り
、
驚
き
と
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
す
。

非
核
三
原
則
や
武
器
輸
出
三
原
則
、
集
団
的
自
衛
権
の

見
直
し
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
て
、
戦
後
六
十
五
年
間
積
み

上
げ
て
き
た
平
和
を
め
ざ
す
国
民
の
良
心
を
、
全
く
無
視

し
、
ま
る
で
歴
史
に
逆
行
す
る
か
の
よ
う
で
す
。
ま
さ
か
、

一
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！■報告書案の骨子
｜・「基盤的防衛力」の概念が有効でな

いと確認

，。非核三願Iに関して、一方的に米国
の手を縛ることは必ずしも賢明では
ない

i溌 駕
l・PKO参加5原則は、修正を積極的
‘ に検討すべきだ

I。（集団的自衛権について)柔欺に解
1 釈や制度を変える必要がある

き
る
で
歴
襲
に
逆
行
す
る
『
報
告
書
」

玉
音
放
送
に
一
同
涙
を
流
す

「
八
月
十
五
日
。
報
国
農
場
作
業
。
正
午
、
作

業
の
生
徒
二
、
三
十
名
と
共
に
大
亀
さ
ん
宅
に
至

り
、
玉
音
放
送
を
聴
く
。
無
条
件
降
伏
の
聖
断
下

る
。
一
同
涕
涙
し
て
首
を
垂
る
。
午
後
、
虚
脱
感

の
為
実
習
不
能
也
。
寄
宿
に
帰
っ
て
み
た
ら
松
根

油
作
り
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
海
軍
さ
ん
が
居
な
く

な
っ
て
い
た
。
彼
等
の
食
糧
は
不
払
い
で
、
余
の

負
担
す
る
所
と
な
っ
た
。
」

』釈や制度を蓉琴必雪“る｡_I
▲7月27日『朝日新聞』よりコピー

本
気
で
、
今
に
も
北
朝
鮮
や
中
国
と
戦
争
を
始
め
る
つ
も
り
一

な
の
か
。
「
理
想
論
で
は
だ
め
だ
。
現
実
を
見
た
ま
え
」
と

い
う
戦
争
大
好
き
の
防
衛
族
の
得
意
げ
な
顔
が
目
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
反
論
で
き
な
い
歯
が
ゆ
さ
情
け
な
さ
。

マ
ス
コ
ミ
や
評
論
家
が
大
き
く
取
り
上
げ
な
い
の
も
、
所

詮
は
テ
レ
ビ
も
新
聞
も
、
戦
時
中
と
同
様
に
、
権
力
者
、
為

政
者
、
防
衛
省
（
軍
）
の
側
に
い
る
た
め
な
の
か
、
と
考
え

た
く
も
な
り
ま
す
。

（
原
町
区
西
町
Ｙ
さ
ん
糾
歳
）

旧
海
軍
の
上
官
た
ち
が
笑
い
な
が
ら
の
回
顧
談

終
戦
直
前
の
八
月
一
日
生
ま
れ
な
の
で
直
接
の
戦
争
体

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
最
近
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
で

当
時
の
海
軍
の
指
導
者
、
上
官
た
ち
が
「
笑
い
な
が
ら
」
戦

争
中
の
話
を
し
て
い
て
、
本
当
に
腹
が
立
ち
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
命
令
で
た
く
さ
ん
の
若
者
が
戦
死
し
て
い
る

の
に
、
責
任
を
感
じ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
全
く
無
責

任
で
ひ
ど
い
。
戦
後
も
の
う
の
う
と
生
き
て
き
て
恥
も
あ
り

ま
せ
ん
。
も
う
戦
争
の
番
組
は
見
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
夫
は
３
歳
の
こ
ろ
、
鹿
島
区
で
空
襲
に
あ
い
、
そ
の

時
、
姉
の
背
中
に
お
ぶ
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
う
っ
す
ら
と

覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
（
原
町
区
西
町
Ｓ
さ
ん
髄
歳
）

（
二
上
英
朗
著
『
原
町
空
襲
の
記
録
』
よ
り
）

※
こ
れ
は
、
相
馬
農
蚕
学
校
〈
現
在
の
相
馬

農
業
高
校
〉
の
門
馬
太
教
諭
の
、
昭
和
二
十

年
八
月
十
五
日
の
日
記
で
す
。

門
馬
太
先
生
は
、
戦
争
中
の
大
変
困
難
な

時
、
他
の
教
員
が
嫌
が
る
寄
宿
舎
の
舎
監
を

引
き
受
け
、
七
、
八
十
人
の
寄
宿
生
徒
の
食

糧
確
保
に
も
献
身
的
に
努
め
て
い
た
そ
う
で

す
。



西海風刀姻ラグフ タ月"臼r水ノク鯛場会場:棚座
ヂ伊永ぎあ… 主催.･朝日座を饗し乞螢 差鍔.､け弓議ぢ沌茶の会
これまで何度も原町に来ている松元さんは、ナント｢は局ぎぢ九条の会』会員です。3年前
の07年6月にも本会主催でソロライブを開催。「ザ・ニュースペーパー」を結成。平和
憲法を話題に政治家を風刺し、コミカルな独り語りのライブで、全国各地で活躍！
○チケットは､市役所地下売店風クリーニング北洋舎本店璽京都畳おおうち書店で販売中！
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塗篭
便料金の面でも本当に頑張っておられる事に感謝

申し上げます。年間数回の会報の発行する組織で

ありながらも1年間の会費が1 ,000円で運営出来

る団体は、世界ギネスブックに載っても不思議で

もありません。その観点からも、次年度からは1,5

00円の会費にしてはどうでしょうか。役員会での

検討を、お願い致します。（匿名､原文のまま掲載）

＜事務局より＞むしろ会費無しにしだい！
； 事務局で相談しました。年会費はそのまま千円
,でやっていきます。会費をいただく時、申し訳な
,||＜ドキドキして、思わず頭を下げてしまいます。
|'’

できない状況になっています。

先日、ご近所の女性3人で赤城山へ行きました。
帰り道に国道17号線沿いに、大きな看板を見つけ

ました。渋川市と前橋市の境界線ぐらいです。「憲
法九条は世界の宝」だったと思います。嬉しかっ
たです。…・…・・・(群馬県前橋市の匿名会員より）

■被爆少女の身体を解剖するなん
昨日は広島原爆の日で、夜のNHK

スペシャルの封印された原爆報告書を

見て、被爆した少女の体が解剖された
り、とても悲惨でショックを受けまし
た。戦後一番早く、丸木夫妻の『原爆

‐

の図』が東京で公開された時、私は見ております
し、その後長崎にも参りましたので、その時の驚

きも目に焼きついておりますが｡･･･
私も、もし広島、長崎、沖縄などに暮らしてお

りましたら（勿論東京も空襲されましたが)、と考
えますと、15歳だった夏を入ごととは考えられ囹礒法九条は世界の宝鵬板澗山に

'1■毎月のニュース送って頂き有難うございます。 ません。・・・(仙台市の会員･西牧敬子さんより｡西牧
||ご苦労様です。6月の封筒に印刷の“イラ菅”を さんは､会報143号の原高校歌作詞者多田利男さんの
皮肉った川柳はおもしろいです。ますます油断は 長女で､会報123号に戦争体験を寄せられています）

◎8月15日、相双地区9条連(代表水井清光さん）は､原ﾉ町駅前で/子鮪
溌嫉を茅ララ／ノノのチラシを配布していました｡本会も次の活動を考えなに本会も次の活動を考えなければいけませんね。

◎8月15日午後、会報139号でお知らせのように、ゆめはつとでは「野馬追ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪｽﾀｺ
ｿｻｰﾄ｣が開かれ､世界的クラリネット奏者の北村蕊治･高縛和英（ﾋｱﾉ）の宗ユオズ
デージもすばらしかった。地元の「ブレーメンｳｲﾝﾄｵｰｹｽﾄﾗ｣、「ゆめはつとジュニアｳｲﾝﾄｵ｛
-ｹｽﾄﾗ」や、大勢の合唱団も参加して、名曲@fSingSingSing"のステージも感動的でした。
平和を祈念しての演奏でした畝 もっと多くの市民の入場があれば、といつもの感想です。

I砿釧ミ

崖霧局~盃~画
平和を祈念しました。2年前には「サイレン鳴

らすの忘れた！」ということもありましたが。

◆“云うまいと思えど今日の暑さかな” 今夏

の暑さは狂気じみています。本会会員の皆様に

は（事務局を含め）ご高齢の方も多いのですが、

菫謹夛皀謡艫上野‘慰呈

◆201 0年の年会費千円の納入ありがとうご
ざいました。未納の方は各事務局員に直接手渡
すか、「ゆうちよカード」を使用(138号参照)い
ただければ手数料もかかりません。

◆8月6日8時15分、9日11時2分、15日

正午､南相馬市役所のサイレンが"無事に”鳴り、

惑
g菫擦繍夢零澤瀞南霜言舗畏書篶3I既罐[臺興鋤
○会計:井上由美TEL22-751 1．FAX26 - 0892o石田登二TEL22-4037 1
○早坂吉彦TEL22 -0326 ○番場恵子TEL22-071 5

、

＜名歌＞「黒き瞳に明日の平和を担う児になれよと母は高く抱きあぐ」伊藤さち


